








彼は白玉蟾と改めた。海南島瓊州の人、先世は福建閩清の人という）は、 「南宗五祖」の一人に数えられる南宋の道士である。博学多識にして文才にも恵まれ 数多くの著作を残し、後世の道教に大きな影響を与えた。詩文のみならず、書画にもすぐれ、その名は当時から世に広く知られていたと思 い。絵画では梅花、竹石、人物を善くし、なかでも梅や竹は文人画の主要な題材であった。　
白玉蟾の文集のなかには、書画を論じたまとまった文章は見えないが、詩には書画を詠んだものが数篇残されて
















観を明らかにするうえで参考に資すると考えられる。この作品については、拙稿「南宋の道士白玉蟾の書画観」 （ 『人文論集』 （第五六号）早稲田大学法学会、二〇一八）で述べた解説を、以下に再掲することにする。　「画中衆仙歌」は杜甫「飲中八仙歌」に倣った作であるが、計八四句からなる七言詩で、それの四倍近くの長きに及び、絵画にすぐれた十六名の画仙（蕭賁と宇文焕は同一人物であ と思しい） 巧みに詠い込んだ詩である。よく知られた顧愷之、韓幹、王維などが登場する一方で、他の文献資料には見えない人物も含まれて る。登場人物の配列は、時代順というわけでもなく、また社会的地位によるというわけでもなく、その基準が何であるかは更なる検討が必要とされる。また、詩に詠まれた画のモチーフが、著名な画家の手になるものであるとされてはい も、その照合が文献資料において明確に確認 きぬ場合もある。ただし、王維を最後に据え ことには、白玉蟾の絵画観による一定の判断が働いてい のではないかと思しい。　詩に登場する人物については、白玉蟾が数々の絵画を目睹、鑑賞するなかで共鳴した作品の作者であろうと考えら



























































　「伝神」　『画継』に引かれる詩文のうち、蘇軾のものが最も多く（次いで黄庭堅、張舜民、米芾、晁補之、蘇轍らが挙げられる） 、これは蘇軾の影響を強く受けていることの証左である。なかでも「伝神」は、 『画継』の絵画観の支柱をなす思想となっている。なお、本稿で引用する『画継』 原文は、黄苗子標点『画継・画継補遺』 （中国美術論著叢刊本、人民美術出版社、二〇〇四）に拠った。　　













して能く曲尽する所以の者は、ただ一法のみ。一なる者は何ぞや。曰く、 「伝神のみ」と。世はただ人の神有るを知るのみにして、物の神有るを知らず。此れ若虚 深く衆工を鄙しみて謂う。 「画と曰う 雖も画に非ざる者は、蓋しただ 其の形を伝うるのみにして，其の神を伝うる能わざるなり」と。故に 法は気韻生動を以て第一と為す。而 若虚の獨り軒冕、巌穴のみに帰するは、以
ゆえ
有るかな。
　「軒冕」は貴顕なる者をいい、 「巌穴」は世俗から離れて山中の岩穴に住む人、すなわち隠遁者をいう。この意味上相対する語を同居させて用いることで、身は地位の高い官職にありながらも、懐いは山水の幽邃なる境地にあることを表わしていると思われる。これについて 『図画見聞誌』巻一「論気韻非師」 （黄苗子標点、中国美術論著叢刊本、人民美術出版社、二〇〇四）にも同じ表現がみられる。　　
窃観自古奇迹、多是軒冕才賢、岩穴上士。依仁游藝、探賾鉤深、高雅之情、一寄於画。
　　














































































に「形似」を連ね、筆力の力強さに欠けているのに、いたずらに上手く色彩を塗り分けられるだけでは、素晴らしいものとは言えないと評する。　「鬼神却易狗馬難」の句について、白玉蟾はオリジナルの『韓非子』本文の文言というよりは、 「気韻生動」に重きを置いた『歴代名画記』の解釈を意識に上らせていると考えられる。後ろの句に見える「心中画」の語が、そのことを端的に示しているとい よう。要 に、白玉蟾の絵画観は、単な 対象の表層を模写することへの価値を低く見て、画家自身の精神 有り様が絵画に投射されることを最上とするも である。こ 「心中画」 、すなわち「胸中の丘壑」を描くことを旨とす 絵 観は、 『宣和画譜』巻十范寛の条に見える彼自身の言葉 もよく示されている。　　
前人之法未嘗不近取諸物、吾与其師于人者、未若師諸物也。吾与其師于物者、未若師諸心。
　　





































この詩画同源を「 画一律」として明確に表明したのは蘇軾であり、 「書鄢陵王主簿所畫折枝二首」其一（ 『東坡全















































































































































律」の延長線上に、 「有声 無声詩 なる捉え方が生まれるのは必然の成り行きであったといえるだろう。　
つぎに掲げる南宋の費袞『梁溪漫志』巻六（知不足斎叢書本）の記事にも、 「無声之詩」の語が見え、人格偏重と
もいうべき画論を展開している。　　
夫論書当論気節、論画当論風味、凡其人持身之端方、立朝之剛正、下筆為書、得之者自応生敬。況其字画之工哉。至於学問文章之余、写出無声之詩、玩其蕭然、筆墨間足以想見其人、此乃可宝。而流俗不問何人、見用筆稍佳者則珍蔵之、苟非其人 特一画工、所能何足貴也。如崇寧大臣 書名者後人往往唾去、 東坡所作枯木竹石万金争售。顧非以其人而軽重哉。蓄書 者当以予言而求之
　　










の技巧にいくら優れていても、為人が立派でなければ、その作品を大切にする価値はないとする主旨を述べる。書は気高い節操を、画は趣のある味わいを論じるべきであると鑑賞 要訣 示し、世俗の人がただ上辺の巧みさによって評価することに対して批判を加え いる。その具体例として蔡京と蘇軾があげられる。前者 能書家として知られるが、処世にたけ亡国の奸臣として名高いゆえに、後世の人には唾棄された。一方で後者は、水墨画の「枯木怪石図（または枯木竹石図） 」が高値で購われる当時の盛況を示して、作品鑑賞における人格の重要性を説いている。この記事が南宋期における絵画をめぐる議論の様相の一端を示していると もに、蘇軾の絵画に関する当時 消息を知るうえでも興味深い。　
かく見てくると、 「無声詩」とは、あきらかに文人的絵画観と強く結び付いた表現であり、 「画中衆仙歌」の用例も
それを下敷きにしていることは疑いを入れないだろう。さらに、 『画継』よりも二十年遅 て現われた孫紹遠『声画集』は（ 『四庫提要』と『声画集』原序にもとづいて繋年すれば 淳熙丁未（一一八七）に完成） 、書名からも理解されるように、 「用有声画、無声詩之意」 （原序）の評価基準に基づいて編纂された、唐宋人の題画詩を輯め 詩集である。この詩集の性格からも、 「詩画一律」が文人画論 基本思想として定着し、南宋期において、士大夫 みならず
15 白玉蟾「画中衆仙歌」小考














とりが人と人とを結ぶコミュニケーション 媒体ともなって たことが挙げられる。例えば、画を贈り詩を求めたものに、北宋の李復「王穀節推画草虫花竹求詩」 （ 『
潏
水集』巻十五） 、両宋の李彭「暉上人画梅乞詩」 （ 『日渉園集』



























陳用之、居小窯村、善山水。宋復古見其画、曰「此画信工、但少天趣耳。先当求一敗牆、張絹素倚之牆上、朝夕観之。既久 隔素見敗牆之上、高平曲折、皆成山水之勢。心存目想、高者為山、下者為水、坎者為谷、缺者為澗、顕者為近、晦者為遠、神領意造、恍然見其有人禽草木、飛動往来之象。則随意命筆、自然景皆天就 不類人為、是為活筆」 。用之感悟、格遂進。
　
小窯村に住まう陳用之は、山水画を得意としていた。宋迪が用之の画を見て言った。 「この画はまことに巧みであ



























時代の風潮を如実に反映させた作品であると言える。また、その絵画観のみならず、 「詩を以て を論じる」 いう体裁の面においても同様に、時代をよく映し出してい そして、作者 白玉蟾は、八人の酒仙 酔態 描いた杜甫の「飲中八仙歌」という器を借りる、という奇抜なアイデアを思 つき、そこに画論を盛り込むと う離れ業 試みた。その意味において、白玉蟾が自身の個性を存分に発揮しようとした大いなる実験であったとも言えよ 。　
なお、思弁哲理的な禅宗が、宋代の絵画論に及ぼした影響は少なくないが、本論では両者の関係性については触れ
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